令和８年度 　体力向上推進計画【小学校・義務教育学校前期課程】
	学　校　名
	○○町立○○小学校
	児童数（R8.5.1現在）　〇〇名

	校　長　名
	○○ ○○
	体育主任名
	○○ ○○

	１． 児童の体力や運動に対する意識及び運動習慣の現状（令和７年度の「成果」と「課題」を中心に）

	

	２．前年度の鉄棒運動の実技習得状況調査４年生の「逆上がり達成率」（R7.9月調査依頼）の結果と今年度の目標

		県平均
	４４．６　％
	自校
	　％
	今年度の目標
	　％




	


３

今
年　度　の
取組



	★自校の現状（強み、弱みなど）をふまえ、（１）（２）の手順で、下記①②③の柱についての取組計画を作成してください
（１）令和７年度の「成果」と「課題」をもとに、今年度の体力向上のキーワード（合言葉）を設定
（２）①②③について、今年度の具体目標や数値、その達成に向けた計画や手立て（取組予定）を記入
①体育授業に関する工夫・改善と、その共通理解のための校内における協議や研修等の計画
（体育科で年間を通して取り組む運動、重点領域・指導内容、職員会や研修会の年間計画等）
②体力向上や運動の日常化に向けた体育授業以外の活動（校内共通の取組、全校活動、環境の工夫等）
③家庭・地域、近隣の学校・園等との連携、実現に向けた校内体制、情報発信方法等

	
	（１）令和８年度体力向上キーワード（合言葉）
『　　　　　　　　　　　　　　　　』

	
	（２）◯具体目標　　・数値等
	・具体目標を達成するための計画や手立て

	
	1 
	・

・


	
		
	A 
	体つくり運動系
	
	B
	器械運動系
	
	C
	陸上運動系

	
	D
	水泳運動系
	
	E
	ボール運動系
	
	F
	表現運動系

	
	G
	保健
	＊（決まっていれば）　重点単元⇒　


☆今年度の重点領域を（決まっていれば、重点単元も）１つ選択し〇を記入

	
	2 
	・

・


	
	3 
	・

・


	
	（４）特記事項

	
	

	４．今年度の成果（○）と課題（●）及び来年度に向けての方針（年度末に記入）

	○


●




[bookmark: _Hlk226380930]※A４　２枚以内　（提出の際は、３・４ページの記載例を削除してください）・授業の重点領域を1つ決めて、校内で周知しましょう。

























令和８年度 　体力向上推進計画【小学校・義務教育学校前期課程　記載例】・年度末に達成度が見取れるよう、数値目標を立て、アンケート等で測りましょう。

	学　校　名
	○○町立○○小学校
	児童数（R８.5.1現在）　〇〇名

	校　長　名
	○○ ○○
	体育主任名
	○○ ○○

	１． 児童の体力や運動に対する意識及び運動習慣の現状（令和７年度の「成果」と「課題」を中心に）

	【例】Ｒ７年度の自校の数値とR７年度の県の平均を比較して現状（強み・弱み）を分析する。
	
	握力
	上体起こし
	長座体前屈
	反復横とび
	シャトルラン
	50m走
	立ち幅跳び
	ソフトボール投げ

	学年男女
	R７
	R7県
	R7
	R7県
	R7
	R7県
	R7
	R7県
	R7
	R7県
	R7
	R7県
	R7
	R7県
	R7
	R7県

	１男
	9.58
	8.90
	11.60
	11.53
	25.60
	27.08
	26.65
	27.01
	22.48
	19.19
	11.80
	11.70
	119.60
	117.56
	9.27
	9.37

	２男
	11.23
	10.60
	14.10
	14.15
	28.04
	28.59
	30.43
	31.81
	32.10
	29.67
	10.78
	10.65
	131.75
	129.91
	13.30
	13.80

	３男
	13.11
	12.57
	16.58
	16.02
	29.03
	30.36
	36.71
	34.99
	43.66
	38.09
	10.01
	10.15
	142.06
	140.48
	18.24
	16.93

	４男
	14.80
	14.33
	18.82
	18.15
	30.82
	31.00
	40.70
	39.30
	52.46
	46.22
	9.86
	9.65
	149.32
	149.58
	21.31
	21.20

	５男
	16.97
	16.36
	20.24
	19.58
	32.87
	33.23
	43.89
	42.76
	60.54
	53.05
	9.19
	9.30
	163.03
	155.59
	25.56
	24.25

	６男
	19.80
	19.22
	22.05
	21.40
	33.94
	34.76
	47.02
	45.71
	67.86
	62.48
	8.82
	8.87
	172.27
	170.89
	30.66
	28.93

	１女
	8.74
	8.16
	11.01
	11.01
	28.80
	29.21
	26.86
	26.03
	18.37
	15.64
	11.74
	12.06
	106.24
	107.42
	5.69
	5.75

	２女
	10.53
	9.57
	13.42
	13.66
	30.93
	31.54
	28.32
	29.62
	25.53
	22.02
	10.84
	11.15
	123.89
	119.57
	8.36
	7.82

	３女
	12.32
	11.42
	15.33
	15.14
	32.08
	34.61
	35.03
	32.45
	33.53
	28.95
	10.32
	10.53
	134.07
	130.52
	10.77
	10.35

	４女
	14.29
	13.44
	17.44
	16.97
	34.45
	34.94
	35.40
	36.88
	41.15
	35.02
	9.87
	10.03
	144.97
	138.36
	12.38
	12.51

	５女
	16.78
	15.46
	18.82
	18.91
	36.59
	37.37
	41.92
	40.13
	48.50
	41.63
	9.74
	9.71
	145.27
	146.40
	15.58
	14.67

	６女
	19.44
	18.32
	20.10
	19.98
	40.32
	38.25
	44.88
	42.54
	55.31
	48.36
	9.38
	9.28
	160.17
	156.68
	18.52
	17.54


【例】Ｒ７年度末、体力向上推進計画に記載した「成果と課題」「来年度に向けての方針」などをもとに、自校の現状を把握する。
　・本校の課題である柔軟性の向上のため、全校統一して授業の導入に柔軟運動を取り入れ、学期に一度、長座体前屈の測定会を行ったところ、３学期の測定会では全校の約７割の児童に柔軟性の向上傾向が見られた。
　・室内や屋内で休憩時間を過ごす児童が多いことから、昨年度は校庭に常設のドッジボールコートを整備したり、運動用具の貸出を行ったりするなど、運動に親しみやすい環境づくりを行った。少しずつ外遊びをする児童が増えてきたが、児童の運動習慣の２極化の解消には至っていない。
　・昨年度末の児童アンケートの結果から、「体育授業が楽しくない」と回答した児童の理由として「できないことが多いから」が最も多かった。授業の中で「できそう」という思いや「できた」という経験を多く味わえるような工夫が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※あくまでも例ですので、学校独自の分析で構いません。

	２．前年度の鉄棒運動の実技習得状況調査４年生の「逆上がり達成率」（R7.9月調査依頼）の結果と今年度の目標

		県平均
	４４．６　％
	自校
	３７．８　％
	今年度の目標
	５０．０　％




	


３

今
年　度　の
取組



	★自校の現状（強み、弱みなど）をふまえ、（１）（２）の手順で、下記①②③の柱についての取組計画を作成してください
（１）令和７年度の「成果」と「課題」をもとに、今年度の体力向上のキーワード（合言葉）を設定
（２）①②③について、今年度の具体目標や数値、その達成に向けた計画や手立て（取組予定）を記入
①体育授業に関する工夫・改善と、その共通理解のための校内における協議や研修等の計画
（体育科で年間を通して取り組む運動、重点領域・指導内容、職員会や研修会の年間計画等）
②体力向上や運動の日常化に向けた体育授業以外の活動（校内共通の取組、全校活動、環境の工夫等）
③家庭・地域、近隣の学校・園等との連携、実現に向けた校内体制、情報発信方法等

	
	（１）令和８年度体力向上キーワード（合言葉）
『　体育楽しい！　運動大好き！　体やわらか！　３ (スリー)アップ大作戦！！　』

	
	（２）◯具体目標　　・数値等
	・具体目標を達成するための計画や手立て

	
	1 楽しい体育授業づくり
・年度末の児童アンケートで、「体育の授業が楽しいか」を問う質問に対する肯定的な回答が95％以上になることを目指す。

	・体育科の年間計画を見直し、重点領域とする「器械運動系」の実施時期を全学年（または低・中・高学年部）でそろえ、教材や場の設定の共有化を図る。授業に関する情報交換をこまめに行い、指導法などの悩みを共有できるようにする。
・体育授業の「めあての確認」と「ふり返りの共有」の時間を毎時間設定し、「何ができたか（分かったか）」を明確にする。
・実技研修か職員会１５分での教材紹介等を年１回以上する。
・フィードバックや励ましの声・運動経験の少ない児童に焦点を当てた基礎感覚づくりの運動や基本的な授業の流れなどを職員会議や教科部会等で確認したり、授業参観の機会を設けたりして、系統性を踏まえた指導ができるようにすることで、テンポよく、多くの「できた」を児童が経験できる授業にする。

	
		
	A 
	体つくり運動系
	〇
	B
	器械運動系
	
	C
	陸上運動系

	
	D
	水泳運動系
	
	E
	ボール運動系
	
	F
	表現運動系

	
	G
	保健
	＊（決まっていれば）　重点単元⇒　マット運動（２学期）


☆今年度の重点領域を（決まっていれば、重点単元も）１つ選択し〇を記入

	
	②体を動かして遊ぶ機会の新設
・年度末の児童アンケートで、「体を動かして遊ぶ機会が増えた」の質問に対する肯定的な回答が80％以上になることを目指す。
	・毎週水曜日のロング昼休みを利用し、月に一度「外遊びの日」を新設する。
・また、学期に１回、児童会活動を活用して、「外遊びの日」に集団で遊ぶ機会を設定する。（全校遊び、低・中・高学年ごとや縦割り班、兄弟学年での遊びなど）

	
	③柔軟性に着目した取組の充実
・１年間（１学期→３学期）で長座体前屈の記録が、全校児童の平均で３cm以上伸びることを目指す。

	・１学期「体つくり運動」２学期「マット運動」３学期「跳び箱運動」の授業の際には、準備運動で「ドジョウすくい３種目柔軟運動（しまねっ子！元気ｱｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）」を必ず取り入れるようにする。
・長期休暇に「体ぐんぐん運動チャレンジカード」を配布し、「柔軟運動」「外遊び時間」を記録して保護者と共に体を動かすことを意識化できるようにする。

	
	（４）特記事項

	
	＊上記の取組の他に、自校の環境や取組などで特徴的なもの、共有しておくとよい事項等があれば、記入

	４．今年度の成果（○）と課題（●）及び来年度に向けての方針（年度末に記入）

	○・例示として、様々な観点から挙げてあります。
・各校で計画を立てる際には、重点を決めて、達成に向けた手立てを1～2つまでで記入してください。



●




※A４　２枚以内[bookmark: _Hlk224746170]★今年度から、様式を一部変更しています。取組の重点を明確にして端的にご記入ください。
★年度末にはA４用紙２枚以内でご提出をお願いいたします。
★各校の実態に応じて、児童生徒の泳力向上の目標を設定するなど、水泳領域についても取組を推進していただきますよう、お願いいたします。
★保健体育課のホームページへの各校「体力向上推進計画」の掲載について、近年、停止していましたが、今年度末より「３　今年度の取組」「４　今年度の成果と課題」のみの掲載を再開する予定です。
★計画作成の際のご質問等は、保健体育課（TEL0852-22-5426　花田・伊藤）まで問い合わせください。

・授業の重点領域を1つ決めて、校内で周知しましょう。










　
